
 

薬学研究科の求める教員像及び教員組織の編制方針 

 

（１）求める教員像 

〇本学の求める教員像を踏まえ、薬学研究科における教育・研究・社会貢献・管理運営

の各種活動に意欲的に取り組める者【全般】 

〇薬学研究科の人材育成に関する目的、修了認定・学位授与の方針等に掲げる能力を教

授するにふさわしい優れた人格、見識及び教育研究指導上の能力を有する者であり、

幅広い領域から成り立っている薬学専門領域における高い能力並びに薬学教育への

正しい理解と信念及び強い意思と熱意を有しており、質の高い薬学教育を行い優れた

研究成果を生むためにはファカルティ・ディベロップメントが重要であることを十分

に理解し、これを実践するために、全学的な活動に加えて薬学研究科独自の活動にも

積極的に参加することにより、継続的にその資質・能力の向上に努める者【教育】 

〇本学の研究重視の精神に則り、薬学専門領域に関する優れた教育研究業績に裏付けら

れた研究能力を有するとともに、総合的な生命科学としての薬学研究について、高い

倫理観・道徳観に基づく公平・公正な教育研究指導を行い、独創的で創造性に富んだ

研究によって従来の学術水準に新しい知見を加え、社会の発展に貢献することができ

る者【研究・社会貢献】 

〇国際的な視野をもって薬学研究科をめぐる社会的動向への関心を有し、日本語だけで

なく英語をはじめとする外国語を教育研究のためのコミュニケーション・ツールとし

て活用することにより、薬学研究科のグローバル化に貢献できる者【国際】 

〇学校法人東京理科大学行動憲章を十分に理解し、互いの多様性を認め合いながら、他

の教職員との協働により薬学研究科・所属専攻における教育研究活動及び管理運営に

ついて自らの役割を果たすとともに、大学全体の管理運営にも寄与できる者【管理運

営】 

 

 

（２）教員組織の編制方針 

〇薬学研究科・各専攻の目的、方針（ポリシー）を実現するために必要な教員を適切に

配置する。 

〇薬学研究科・各専攻における、より専門性の高い教育研究活動を継続的に実施するた

め、薬学専門領域の各分野に関する研究室を網羅的に設置することとし、分野ごとに

職位、年齢及び性別を考慮するほか、教員の国際化や産学連携も視野に入れて教員組

織を編成する。 

〇教育研究活動、社会貢献、大学と本研究科の管理運営の各種活動について教職員間で

連携・協働するために適切に役割を分担し、各教員がその責任を果たすことのできる組

織とする。 

〇教員の募集・採用・昇任等にあたっては、薬学研究科・各専攻の運営に資する人事で

あるかに留意し、本学の関係諸規程等に基づくとともに、透明性・適切性を担保しつ

つ、公正・公平に行う。 

 


